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Dovalの定義再考(再作図 with Geogebra)
Dovalinout とは、点と円からの距離の比が一定な曲線で、補助円による作図法で、その形
構成法が明らかになる。下記の第一論文で紹介したものを、運動幾何ツール Geogebra で
再考したものである。前ページ 2図は、必要最小限の作図線で説明も最小限にしている。
読図願いたい。

参考文献：

ロックウッド：”カーブ”；みすず書房

蛭子井博孝：”デカルトの卵形線の二、三の性質”；日本図学会誌：図学研究 1973年 3月
http://ebisuihirotaka-1.com/DOVAL-1/
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4 点で定まる Dovalinout
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参考文献：DOVALの第五定義法:上図 Dovalの幾何学カバー裏表紙

4 点で定まる Dovalinout



3種のダイアバラの定理について

蛭子井博孝 幾何数学研究センター

http://ebisuihirotaka-1.com/

概要：ダイアバラの定理は、バラの定理とダイアモンドの定理を組み合わせた多段性の

共線定理で,その基本構成図は、デザルグの定理を 2 方向に重ねたものといえる。その多
段性は、偶数段時数段で,違う条件を持ち、さらに、偶奇混合の特殊構図もある。この意
味で、ダイアバラの定理は、現在、偶数段構図、奇数段構図、偶奇混合構図の 3種が見つ
かっている。会場で、2～ 6ページの図を詳細説明報告する

1．はじめに、
ダイアバラの定理は,バラの定理の発見から始まり、ダイアモンドの多段性構成図に、

バラの定理の構図、それが組み込まれて、生まれたもので、言い換えると、図 1の重デザ
ルグ構図を基本構成に持つものである。

図 1
2．定理構図の説明

2－ 1：2ページに 3種の 中央円の構図 3ページに全体図
2－ 2：4ページに,偶奇それぞれ 3段の構図
2－ 3：5ぺージに、特殊ダイアバラの構図と、ダイア青バラの特殊定理の構図
2－ 4: 6ページに、奇数－ 11、13，35，57段、単に 1，3，5，7段の 4定理の構図

3．まとめ、
http://ebisuihirotaka-1.com/ のトップページに 69 ページのダイアバラの定理の研究図を

載せている。読図して、ダイアバラの生い立ちと、さらなる性質を味わっていただきたい。

参照文献：蛭子井博孝;”ダイアモンドの定理について”:日本図学会 2019年春期大会 5月神戸大

ダイアバラの定理

日本図学会 2020年中部支部会金城学院大 2月 17日
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偶奇混合ダイアバラ　0，2,1,3　の定理

ダイアバラ　1，3段　の定理

2020-1-21 清書

蛭子井博孝

2020-1-21 清書ダイアバラ　0，2段　の定理

奇ダイアバラの定理

偶ダイアバラの定理

偶奇ダイアバラの定理

奇ダイアバラの定理
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2020-1-21 清書ダイアバラ　0，2段　の定理

偶奇混合ダイアバラ　0，2,1,3　の定理

蛭子井博孝

2020-1-21 清書

ダイアバラ　1，3段　の定理
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2020-1-21 清書
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偶ダイアバラの定理02，24，46
奇ダイアバラの定理13，35，57

偶奇ダイアバラ多段性定理

[4/6]



特殊偶奇ダイアバラ定理

ダイア青バラ定理

2020－2－7
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